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1.受付番号 2021-008 

2.研究課題名 

 

てんかん患者における心理専門家に対する援助要請の実態 

3.研究期間 

令和 3 年 10 月（倫理委員会承認後）～ 

               令和 5 年 3 月 31日 

4.研究の概要 

 

 

意義・目的 （研究の背景･目的や倫理的項目について的確に記すこと。） 

 

てんかんはてんかん発作を起こす慢性疾患であるが，薬物治療のみ

で完全にてんかん発作をコントロールすることは難しく，うつや

QOL の低さなどの心理的問題を抱えやすい。そのため，てんかん患

者が心理的側面に対するサポートを得ることは重要である。しかし，

てんかん患者が問題を抱えた際に援助を得ることはウェルビーイン

グにとって有用であると指摘されている（de Souza & Salgado, 

2006）にもかかわらず，援助を求めようとする患者の割合は半数以

下であることが明らかにされている（Margrove et al., 2011）。一方

で，測定方法の問題からてんかん患者の援助要請の実態が十分に明ら

かになっていないこと，援助要請を阻害する要因についても検討がな

されていないことが課題として挙げられる。そのため，本研究ではて

んかん患者の援助要請の実態を先行研究の測定方法の問題を解決し

つつ明らかにすること，またてんかん患者の援助要請を難しくしてい

る要因について明らかにすることを目的とする。 

 

 

 

 

方法（研究に必要な対象者人数、年齢構成､性別、および対象者を選ぶ

方針・基準も記すこと） 

 

本研究においては，てんかんの診断がある患者に対して幅広い対象者

からの回答を募ることを目的として，インターネットリサーチ会社で

ある楽天インサイトのパネル登録者を対象として実施する。具体的に

は，以下のとおりである。 

 

＜てんかん患者群＞ 

楽天インサイトの「疾患パネル」に登録しており，学習障害・認知症の

診断がなく，「てんかん」の診断を受け，てんかんの治療を受けている

18 歳以上の男女 200 名程度。 

＜統制群＞ 

楽天インサイトの「疾患パネル」に登録していない, 学習障害・認知症

の診断がなく，「てんかん」の診断を受けたことがない 18 歳以上の男女

200 名程度。 

 

 

 

 

 



問い合わせ・苦情等の窓口（講座・研究室の連絡先を記入し、研究者の

個人名は記入しないこと） 

 

教育心理学講座・臨床心理学分野 Tel：795-6146 

 （紙面が不足するときには､罫線の縦幅を任意に増やし､次頁送りにしてください。） 

 


